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 １ 実践事項（②） 

  

          タイトル：「 地域文化を取り入れた保育実践 」 

  

２ 実践内容 

 〇地域行事を遊びに取り入れた保育実践 

  ・糸満ハーレーを再現し、ハーレー競争ごっこで異年齢間の交流を深める。 

  ・糸満大綱引きを見たり参加した経験から、旗頭づくりや旗頭・綱引きごっこへの発展。 

  ・生活発表会の中で、糸満の地域行事に関するクイズやごっこ遊びを再現し発表する。 

 〇地域の人材や施設の活用 

  ・「糸満大綱引きの由来」についての手作り紙芝居の読み聞かせ 

  ・ご当地ヒーロー「イトマンマン」との交流 

・糸満市観光文化交流拠点施設くくる糸満を見学し、糸満の暮らしや文化に興味・関心をもつ。 

  

３ 説明資料（写真、グラフ、図、表など） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 成果 

  ・実際に見たり参加したりした地域行事を遊びの中に取り入れることで、自分たちが住んでいる地

域の伝統文化に親しみ、興味や関心をもつことができた。 

  ・クラスの枠を超え、共通のイメージをもってごっこ遊びを楽しんだことで、異年齢間の交流が深

まった。 

  ・地域の人や身近な施設に関わることで、その良さを感じ、愛着や親しみの気持ちをもつことにつ

ながった。 

 

 ５ 課題 

  ・今後も園児が地域文化に触れられるよう、保育教諭自身も地域について学び、保育実践に生か 

   していく。 
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生活発表会(糸満行事クイズ・旗頭・イトマンマン体操) 地域人材の活用 

旗頭・綱引きごっこ みんなでハーレー競争 くくる糸満へ園外保育 


